
内
閣
衆
質
一
六
三
第
二
四
号

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日

内
閣
総
理
大
臣

小

泉

純

一

郎

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
在
日
米
軍
基
地
の
駐
留
軍
労
働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康
被
害
実
態
調
査
等

に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
七
年
十
一
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

四

号



衆
議
院
議
員
赤
嶺
政
賢
君
提
出
在
日
米
軍
基
地
の
駐
留
軍
労
働
者
の
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
に
よ
る
健
康
被
害
実
態
調

査
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
の
�
、
�
及
び
�
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
、
駐
留
軍
等
労
働
者
に
対
し
て
毎
年
実
施
し
て
い
る
労
働
安
全
衛
生
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第

五
十
七
号
）
等
に
基
づ
く
健
康
診
断
及
び
駐
留
軍
等
労
働
者
、
過
去
に
駐
留
軍
等
労
働
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
「
退
職
者
」

と
い
う
。
）
等
を
対
象
と
し
た
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
等
の
相
談
に
応
じ
る
た
め
に
防
衛
施
設
庁
等
に
開
設
し
た
健
康
相
談

窓
口
（
以
下
「
健
康
相
談
窓
口
」
と
い
う
。
）
を
通
じ
て
把
握
し
た
限
り
で
は
、
平
成
十
七
年
十
月
二
十
一
日
現
在
、
石
綿

に
よ
る
健
康
被
害
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
者
は
い
な
い
。

他
方
、
防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
石
綿
に
よ
る
退
職
者
の
健
康
被
害
に
関
し
、
い
わ
ゆ
る
「
米
海
軍
横
須
賀
基
地
石
綿
じ

ん
肺
損
害
賠
償
請
求
事
件
」
に
お
い
て
健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
さ
れ
た
者
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
と
し
て
裁
判

外
で
損
害
賠
償
請
求
が
あ
り
日
本
国
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
相
互
協
力
及
び
安
全
保
障
条
約
第
六
条
に
基
づ
く
施
設

及
び
区
域
並
び
に
日
本
国
に
お
け
る
合
衆
国
軍
隊
の
地
位
に
関
す
る
協
定
（
昭
和
三
十
五
年
条
約
第
七
号
。
以
下
「
地
位
協

定
」
と
い
う
。
）
第
十
八
条
�
の
規
定
に
よ
る
手
続
が
と
ら
れ
た
者
及
び
横
須
賀
防
衛
施
設
事
務
所
に
お
い
て
雇
用
の
手
続

一



が
と
ら
れ
た
駐
留
軍
等
労
働
者
で
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
し
て
平
成
十
六
年
度
以
前
に
労
働
者
災
害
補
償
保
険

法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
）
に
基
づ
き
保
険
給
付
の
支
給
の
決
定
（
以
下
「
労
災
認
定
」
と
い
う
。
）
を
さ
れ
た

も
の
（
厚
生
労
働
省
が
平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日
及
び
同
年
八
月
二
十
六
日
に
公
表
し
た
労
災
認
定
の
件
数
に
係
る
も

の
）
が
い
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
米
海
軍
横
須
賀
基
地
石
綿
じ
ん
肺
損
害
賠
償
請
求
事
件
」
に
つ
い
て
は
、
第
一
次
訴
訟
か
ら
第
三
次
訴
訟
ま

で
、
合
計
三
件
提
起
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
訴
訟
は
、
平
成
十
一
年
七
月
に
提
起
さ
れ
、
平
成
十
四
年
十
月
に
、
駐
留
軍
等
労
働
者
の
雇
用
主
で
あ
る
国
の
安

全
配
慮
義
務
違
反
を
理
由
と
し
て
原
告
ら
の
請
求
を
基
本
的
に
認
容
す
る
第
一
審
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
国
は
、
同
判
決
に

お
い
て
国
に
よ
る
消
滅
時
効
の
援
用
が
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
と
さ
れ
た
一
部
の
原
告
ら
の
請
求
に
係
る
部
分
に
つ
い
て
は

控
訴
し
た
が
、
そ
れ
以
外
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
判
決
に
従
っ
て
同
年
十
一
月
に
総
額
約
一
億
九
千
五
百
万
円
を
支
払
っ

た
。
控
訴
審
に
お
い
て
は
、
平
成
十
五
年
五
月
、
国
が
控
訴
し
た
部
分
に
つ
き
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
て
原
告
ら
の
請
求

を
棄
却
す
る
旨
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
、
平
成
十
六
年
四
月
、
同
判
決
が
確
定
し
た
。

第
二
次
訴
訟
は
、
平
成
十
四
年
五
月
に
提
起
さ
れ
、
平
成
十
六
年
十
一
月
に
訴
訟
上
の
和
解
が
成
立
し
、
国
は
、
こ
れ
に

二



従
っ
て
同
年
十
二
月
に
総
額
三
億
五
百
万
円
を
支
払
っ
た
。

第
三
次
訴
訟
は
、
平
成
十
五
年
七
月
に
提
起
さ
れ
、
平
成
十
七
年
五
月
に
訴
訟
上
の
和
解
が
成
立
し
、
国
は
、
こ
れ
に
従

っ
て
同
年
七
月
に
総
額
約
二
億
千
六
百
万
円
を
支
払
っ
た
。

ま
た
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
と
し
て
平
成
四
年
か
ら
平
成
十
一
年
ま
で
の
間
に
損
害
賠
償
請
求
が
あ
り
、
地

位
協
定
第
十
八
条
�
の
規
定
に
よ
る
手
続
が
と
ら
れ
た
者
に
対
し
、
国
は
、
平
成
十
七
年
八
月
ま
で
に
総
額
約
九
千
二
百
万

円
を
支
払
っ
た
。

こ
れ
ら
の
支
払
に
つ
い
て
は
、
国
が
一
括
し
て
支
払
っ
た
後
、
同
条
�
の
規
定
に
基
づ
き
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
（
以
下
「
合

衆
国
」
と
い
う
。
）
に
請
求
す
べ
き
部
分
に
つ
い
て
は
、
そ
の
負
担
を
求
め
、
償
還
を
受
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

社
団
法
人
神
奈
川
労
災
職
業
病
セ
ン
タ
ー
の
調
査
結
果
と
し
て
、
横
須
賀
海
軍
施
設
に
お
け
る
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が

明
ら
か
に
な
っ
た
旨
の
報
道
が
あ
っ
た
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
同
セ
ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
た
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

石
綿
に
係
る
健
康
診
断
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛
生
法
及
び
じ
ん
肺
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
三
十
号
）
に
規
定
さ

三



れ
た
検
査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、
こ
の
検
査
等
の
結
果
、
他
覚
症
状
が
認
め
ら
れ
る
者
、
自
覚
症
状
を
訴
え
る
者
そ

の
他
異
常
の
疑
い
が
あ
る
者
で
、
医
師
が
必
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
更
に
詳
細
な
検
査
等
を
実
施
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
石
綿
に
よ
る
退
職
者
の
健
康
被
害
等
に
対
応
す
る
た
め
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ
く
健
康

管
理
手
帳
の
制
度
、
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
に
基
づ
く
補
償
の
制
度
等
に
つ
い
て
退
職
者
に
対
し
周
知
す
る
と
と
も
に
、

健
康
相
談
窓
口
で
の
相
談
を
通
じ
て
石
綿
に
よ
る
退
職
者
の
健
康
被
害
の
有
無
等
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
健
康
相
談
窓
口
に
相
談
が
あ
っ
た
者
の
う
ち
、
医
師
に
よ
る
診
断
書
等
に
よ
り
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
を
確

認
す
る
に
至
っ
た
も
の
は
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
沖
縄
県
に
駐
留
す
る
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
す
る
施
設
及
び
区
域
内
に
勤
務
し
、
そ
の
後
亡
く
な

っ
た
退
職
者
の
遺
族
か
ら
、
当
該
退
職
者
に
つ
き
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
が
あ
っ
た
と
し
て
、
平
成
十
七
年
十
月
十
三
日
、

那
覇
労
働
基
準
監
督
署
に
労
災
認
定
の
た
め
の
申
請
手
続
が
と
ら
れ
た
と
承
知
し
て
い
る
。

四



こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
同
署
に
お
い
て
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
防
衛
施
設
庁
と
し
て
は
、
同
署
か

ら
調
査
へ
の
協
力
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
積
極
的
に
協
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

二
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
合
衆
国
政
府
に
適
切
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
な
ど
、
合
衆
国
軍
隊
が
使
用
す
る
施
設
及
び
区
域
の
周

辺
の
住
民
へ
の
石
綿
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
防
止
の
た
め
適
切
に
対
処
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
防
衛
施
設
庁
に
お
い
て
は
、
合
衆
国
軍
隊
に
対
し
、
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
防
止
に
係
る
協
力
を
必
要
に
応
じ

て
要
請
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
要
請
に
は
石
綿
の
使
用
状
況
に
係
る
も
の
も
含
ま
れ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

地
位
協
定
第
二
十
五
条
�
の
規
定
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
合
同
委
員
会
の
下
に
あ
る
環
境
分
科
委
員
会
（
以
下
「
環
境

分
科
委
員
会
」
と
い
う
。
）
の
議
事
録
は
、
両
国
政
府
の
合
意
な
し
に
は
公
表
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
環
境
分
科
委

員
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
事
項
が
議
題
と
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
合
衆
国
政
府
と
の
信

頼
関
係
が
損
な
わ
れ
る
等
の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

五



お
尋
ね
の
「
日
本
環
境
管
理
基
準
」
に
お
い
て
は
、
石
綿
に
関
す
る
こ
と
と
し
て
、
石
綿
の
管
理
計
画
を
策
定
し
及
び
実

施
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
当
該
管
理
計
画
の
中
で
石
綿
含
有
物
質
の
定
期
的
な
観
察
、
新
た
な
建
設
に
お
け
る
石
綿
含

有
物
質
の
使
用
防
止
の
た
め
の
手
順
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設
の
取
壊
し
又
は
改
築
に
際
し

て
は
、
事
前
に
当
該
作
業
が
石
綿
含
有
物
質
を
除
去
し
又
は
か
く
乱
す
る
も
の
か
否
か
判
断
す
る
こ
と
、
石
綿
含
有
物
質
を

飛
散
さ
せ
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
合
は
当
該
石
綿
含
有
物
質
を
除
去
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
石
綿
廃
棄
物
に
つ
い
て
は

合
衆
国
の
国
防
再
利
用
販
売
事
務
所
を
通
じ
て
処
分
さ
れ
る
か
、
そ
れ
以
外
の
部
局
を
通
じ
て
我
が
国
の
法
令
に
従
っ
て
処

分
さ
れ
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
て
い
る
と
承
知
し
て
い
る
。

六


